
海外展示会等での販路開拓について 

Metalex Thailand 2022での販路拡大について 

先月の紙面で Metalex Vietnam の展示会における石川県企業の出展・PR について紹

介しましたが、今月号ではタイで行われた Metalex Thailand における石川県企業のプ

ロモーションについて紹介します。Metalex Thailand はバンコクにある国際展示場で

4 日間にわたって対面開催され、300 社（団体含む）以上が出展し、会場は 8 万人を

超える来場者で賑わっていました。 

こうした中、企業単独ブース、石川県鉄工機電協会ブース、JETRO ブース、既にお

取引されているタイの企業ブース内での出展など、多様な形で石川県企業が出展し各

社の製品を PR していました。 

また、期間中には APEC 閣僚会議への出席に際して訪タイ中であった西村経済産業

大臣もスリヤ工業大臣とともに Metalex の会場を訪れ、石川県企業のブースにも視察

いただきました。 

小職も石川県鉄工機電協会タイ AEC ビジネス促進部会のブースに立たせていただ

き、来場者に対して石川県企業の製品 PR をさせていただいたほか、石川県企業様の

製品や企業紹介パネルを活用し、タイ語での企業紹介動画撮影を行いました。直接各

社の製品を紹介できる展示会は新たな販路拡大のチャンスでありますが、これに加え

ていつでもどこでもアクセスできるオンラインでの紹介動画も活用しながら、今後も

継続的に石川県企業の PR を進めて参りたいと考えています。 

来場者で賑わう石川県鉄工機電協会タイ AEC ビジネス促進部会ブース 

 



石川県鉄工機電協会タイ AECビジネス促進部会の開催について 

 石川県鉄工機電協会タイ AEC ビジネス促進部会が Metalex Thailand の展示会に合

わせて約 3 年ぶりに開催されました。ASEAN Economic Community（以下、

「AEC」）とは ASEAN に加盟する国で構成される経済圏を指し、石川県鉄工機電協

会タイ AEC ビジネス促進部会では、AEC 域内に進出する会員企業を主体として、

AEC 加盟国間の取引を見据えて、会員企業の情報交換の場の創出と企業間の緊密なネ

ットワークを構築するほか、現地各種団体・企業との交流、部会委員の企業情報の発

信などを目的として設立されました。 

 今回の部会では、過去に石川県で「IoT 実践道場」（石川県企業に対して IoT を活

用できる人材を育成する研修会）を支援いただいた、トヨタ自動車グループを主な取

引先とする愛知県の部品メーカーのタイ工場を訪問・視察したほか、バンコク市内の

会場で生産性向上に関するセミナーや会員企業間での意見交換がなされました。意見

交換の内容の例としましては、コロナ禍での様々な変化やカイゼンなどの取り組みの

ほか、納品先企業から調達基準となる CO２排出量などの話も出てきていることから

カーボンニュートラルについても話し合われました。業務の手法（紙→電子化）や給

与体制の再整備、海外法人の組織体制整備など非常に興味深い発言もあり、他の参加

者も聞き入っていました。時代や環境の変化が非常にめまぐるしい中で、定期的な意

見交換は非常に重要と感じており、このような会を継続して開催することが求められ

ていることから、小職も微力ながら協力して参りたいと考えております。 

 

 

（左）愛知県企業タイ工場を訪問・視察している様子 

（右）バンコク市内の会場での AEC ビジネス促進部会の様子 

 

 



 

タイバイヤーの石川県招聘商談会の開催について 

渡航規制の緩和から、渡航が再会され始めていますが、海外渡航にはまだ一定のハ

ードルはあると考えています。こうした中、他都道府県の駐在員と共に海外販路拡大

について色々と意見交換をしながら事業を推進しているところですが、その一つとし

て、この度石川県と福井県とが共同でタイ食品商社を日本に招聘し、石川県・福井県

企業との個別商談会を開催しました。この商社はタイ国内（首都バンコクから地方都

市に至るまで）の日本食品網を構築し、マックスバリューやフジスーパーなどの日系

スーパーのほか、現地大手ショッピングモール「パラゴン」「エンポリアム」「セン

トラル」やスーパー「トップス」等との取引を行っているほか、2000 件以上の日本食

レストランにも食材を供給している企業です。今回の招聘では事前書類審査を踏ま

え、B to C 向け商材を中心に商談が行われました。タイの商社から「タイに馴染みの

ない商品は試食販売や POP が必要。一方で、今、認知されていない商品は、食文化

と需要を根付かせるチャンスとも言える」と発言があるなど、タイの食品市場の現状

の説明を交えながら商談が行われました。今回商談した商品サンプルをタイに持ち帰

っていただき、実際販売先に提案を行っていく予定ですので、今後もしっかりとフォ

ローして参りたいと考えています。 

 

 

個別商談会で調理済み商品サンプルを説明する様子 


